
　
平
成
27
年
6
月
定
例
議
会
は
、
5
月
27
日
か
ら
6
月
11
日
ま
で
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
に
は
、
行
政
報
告
、
上
程
さ
れ
た
各
議
案

の
大
綱
質
疑
、ま
た
、6
月
３
日
、４
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

５
日
か
ら
は
、
各
常
任
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
議
し
、
11
日
の

最
終
日
に
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
６
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

6
月
定
例
議
会

行
政
報
告
(１)
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総
務
部
関
係

■
総
務
課

　
職
員
採
用
試
験
は
、
大
学
卒
一
般
行
政

職
、
土
木
技
師
及
び
建
築
士
に
つ
い
て
６

月
10
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
受
験
申
込
み

を
受
け
付
け
し
ま
す
。
第
１
次
試
験
は
７

月
26
日
に
秋
田
県
市
町
村
会
館
で
実
施
さ

れ
ま
す
。
高
校
卒
一
般
行
政
職
及
び
消
防

吏
員
の
試
験
も
、
順
次
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
４
月
３
日
発
生
の
雨
に
よ
る
融
雪
出
水

被
害
は
、
市
道
の
冠
水
に
よ
り
小
猿
部
川

流
域
坊
沢
三
ツ
屋
岱
地
区
１
か
所
、
小
阿

仁
川
流
域
三
木
田
地
区
１
か
所
を
通
行
止

め
に
す
る
措
置
を
と
り
ま
し
た
。
建
物
の

被
害
は
、
倒
木
に
よ
る
住
家
屋
根
一
部
損

壊
１
棟
で
す
。

■
総
合
政
策
課

　
路
線
バ
ス
を
は
じ
め
地
域
に
必
要
な
公

共
交
通
の
維
持
確
保
に
つ
い
て
協
議
す
る
、

平
成
27
年
度
第
１
回
北
秋
田
市
地
域
公
共

交
通
会
議
を
４
月
28
日
に
開
催
し
、
市
内

で
運
行
す
る
バ
ス
路
線
８
系
統
へ
の
国
庫

補
助
申
請
に
向
け
た
「
生
活
交
通
確
保
維

持
改
善
計
画
」
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
き
た
あ
き
た
ふ
る
さ
と
寄
付
金
（
ふ
る

さ
と
納
税
）
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
と

と
も
に
市
特
産
品
の
更
な
る
Ｐ
Ｒ
を
図
る

た
め
、
北
秋
田
市
観
光
物
産
協
会
の
協
力

を
得
て
、
４
月
１
日
か
ら
ふ
る
さ
と
納
税

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
寄
付
申
込

み
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。　

■
内
陸
線
再
生
支
援
室

　
秋
田
内
陸
線
の
平
成
26
年
度
事
業
見
通

し
は
、
経
営
損
失
額
２
億
円
以
内
と
す
る

目
標
に
届
か
な
い
状
況
で
す
。
国
民
文
化

祭
や
く
ま
く
ま
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
な
ど
の
大
型
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
計
画
し

た
利
用
客
を
確
保
で
き
ず
、
沿
線
の
利
用

者
数
も
目
標
を
大
き
く
下
回
り
ま
し
た
。

　
海
外
か
ら
の
誘
客
は
、
台
湾
を
中
心
に

前
年
並
み
の
実
績
と
な
り
、
国
内
団
体
客

も
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
な
お
一

層
の
経
費
の
節
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、

沿
線
観
光
の
Ｐ
Ｒ
や
イ
ベ
ン
ト
、
通
学
定

期
券
補
助
や
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し

た
秋
田
内
陸
線
乗
車
促
進
事
業
な
ど
、
目

標
達
成
の
た
め
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て

い
き
ま
す
。

　
今
年
で
４
回
目
と
な
る
秋
田
内
陸
線
の

り
も
の
ま
つ
り
が
、
５
月
16
日
と
17
日
の

２
日
間
、
阿
仁
合
駅
周
辺
を
会
場
に
開
催

さ
れ
、
市
内
外
か
ら
の
家
族
連
れ
な
ど
、

両
日
で
約
３
３
０
０
人
の
来
場
者
を
数
え
、

盛
会
裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

　 

財
務
部
関
係

■
財
政
課

　
２
月
７
日
か
ら
４
月
30
日
ま
で
の
工
事

等
発
注
状
況（
５
０
０
万
円
以
上
）は
37
件
、

契
約
額
は
７
億
２
９
８
１
万
５
千
円
で
す
。

■
税
務
課

　
平
成
27
年
度
の
当
初
課
税
状
況
は
、
軽

自
動
車
税
が
課
税
台
数
1
万
６
４
２
０
台

で
課
税
額
は
７
８
８
０
万
２
千
円
で
す
。

　
平
成
26
年
度
分
の
各
市
税
の
４
月
末
収

納
状
況
は
、
調
定
額
39
億
４
０
３
３
万
４

千
円
に
対
し
、
収
入
済
額
35
億
２
１
９
６

万
６
千
円
で
収
納
率
は
89
・
38
％
で
す
。

 

市
民
生
活
部
関
係

■
生
活
課

　
北
秋
田
市
廃
棄
物
不
法
投
棄
監
視
委
員

会
を
４
月
20
日
に
開
催
し
、
監
視
員
24
人

へ
委
嘱
状
を
交
付
す
る
と
と
も
に
、
今
年

度
の
活
動
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　
春
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
は
、
４
月
19
日

の
早
朝
に
市
内
全
域
（
森
吉
・
阿
仁
地
区

は
19
日
以
外
複
数
日
実
施
）
で
実
施
さ
れ
、

約
５
８
０
０
人
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
へ
の

平
成
26
年
度
ご
み
の
搬
入
量
は
１
万
１
２

７
１
ト
ン
で
、
前
年
度
比
で
は
３
・
14
％

の
減
少
で
す
。

　
交
通
指
導
員
及
び
防
犯
指
導
員
の
委
嘱

状
交
付
式
を
４
月
６
日
に
開
催
し
、
交
通

指
導
員
42
人
、
防
犯
指
導
員
38
人
に
委
嘱

状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　
５
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
の
10
日
間
、

春
の
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
、
運
動

初
日
に
は
、
市
役
所
本
庁
舎
前
と
森
吉
庁

舎
前
で
総
決
起
集
会
を
開
催
し
、
交
通
事

故
防
止
へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
５
月
13
日
に
は
、
消
費
者
月
間
に
合
わ

せ
、
高
齢
者
を
狙
っ
た
振
り
込
め
詐
欺
等

に
よ
る
消
費
者
被
害
防
止
の
た
め
、
鷹
巣

地
区
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
前
で
チ

ラ
シ
等
を
配
布
し
て
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

 

健
康
福
祉
部
関
係

■
福
祉
課　

　
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
を

期
間
と
す
る
第
４
期
障
が
い
福
祉
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

　
身
体
障
害
者
相
談
員
に
４
人
と
知
的
障

害
者
相
談
員
に
５
人
を
委
嘱
し
、
相
談
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
北
秋
田
市
立
鷹
巣
中
央
保
育
園
は
、
４

月
１
日
よ
り
秋
田
県
民
生
協
会
へ
移
管
し

ま
し
た
。

　　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
基
づ

き
、
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で

を
第
１
期
と
す
る
、
北
秋
田
市
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
の
保
育
園
の

入
園
者
数
は
、
公
立
保
育
園
３
６
７
人
、

私
立
保
育
園
３
６
７
人
、
認
定
こ
ど
も
園

１
０
９
人
の
合
計
８
４
３
人
で
、
前
年
同

期
比
16
人
の
増
で
す
。　

　
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
「
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
法
」
に
基
づ
き
、
自
立
相
談

支
援
事
業
等
を
北
秋
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
委
託
し
、
生
活
上
の
あ
ら
ゆ
る
困
難

に
対
応
す
る
た
め
の
「
北
秋
田
く
ら
し
相

談
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

■
高
齢
福
祉
課

　
高
齢
者
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
平
成
26

年
度
実
績
は
、
高
齢
者
障
害
者
等
外
出
支

援
サ
ー
ビ
ス
登
録
者
数
２
９
５
人
で
、
延

べ
利
用
回
数
は
３
８
６
０
回
で
す
。
食
の

自
立
支
援
は
登
録
者
数
が
３
０
０
人
で
、

延
べ
３
万
４
９
３
５
食
を
提
供
し
ま
し
た
。

ま
た
、
家
族
介
護
慰
労
金
は
１
７
７
人
へ

支
給
し
ま
し
た
。

　
福
祉
の
雪
事
業
は
、
登
録
世
帯
１
０
０

６
世
帯
、
延
べ
利
用
回
数
１
万
４
９
３
回
、

利
用
世
帯
へ
の
扶
助
費
は
１
９
９
２
万
９

千
円
で
前
年
度
よ
り
６
５
４
万
４
千
円
の

増
加
で
す
。

　
介
護
保
険
は
、
４
月
末
現
在
の
要
支
援

・
要
介
護
認
定
者
数
２
８
５
４
人
、
そ
の

内
、
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
２
３
７
７
人
で
認

定
者
数
に
対
す
る
受
給
率
は
83
・
29
％
で
、

昨
年
同
期
比
で
認
定
者
数
38
人
、
サ
ー
ビ

ス
受
給
者
５
人
の
増
加
で
す
。

　
北
秋
田
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
６
期

介
護
保
険
事
業
計
画
が
、４
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
包
括
的
支
援
事
業
に
お
け
る
平
成
26
年

度
の
総
合
相
談
件
数
は
、
延
べ
８
６
２
件

で
、
そ
の
内
、
権
利
擁
護
に
関
す
る
相
談

は
１
４
０
件
で
す
。

■
医
療
健
康
課
 

　
成
人
健
診
事
業
は
、
今
年
度
よ
り
20
歳

か
ら
39
歳
ま
で
の
方
を
対
象
に
心
電
図
検

査
、
貧
血
検
査
等
も
含
め
た
「
さ
わ
や
か

健
康
診
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

40
、
50
、
60
歳
を
迎
え
る
方
に
は
、
特
定

健
診
項
目
に
心
電
図
検
査
、
眼
底
検
査
、

貧
血
検
査
を
加
え
て
い
ま
す
。

　
母
子
保
健
事
業
は
、
不
妊
症
・
不
育
症

治
療
費
助
成
（
幸
せ
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
事
業
）
の
継
続
実
施
の
ほ
か
、
今
年
度

か
ら
妊
婦
健
診
費
用
助
成
に
産
後
１
か
月

健
診
及
び
母
乳
育
児
相
談
を
加
え
て
費
用

助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
北
秋
田
市
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
運
営
協

議
会
事
業
は
、
地
域
の
医
療
や
介
護
、
福

祉
資
源
等
の
機
能
充
実
を
図
る
た
め
「
医

療
・
介
護
資
源
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作
成

し
、
市
内
の
医
療
機
関
、
介
護
・
福
祉
施

設
１
４
１
か
所
へ
配
布
し
ま
し
た
。

■
診
療
所

　
２
月
か
ら
４
月
ま
で
の
市
立
３
診
療
所

の
外
来
患
者
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
阿
仁
診
療
所
は
、
内
科
２
０
５
７
人
で

前
年
同
期
比
２
１
３
人
の
減
、
外
科
２
８

９
７
人
で
前
年
同
期
比
２
１
８
人
の
増
、

歯
科
９
４
６
人
で
前
年
同
期
比
52
人
の
増

で
す
。
合
川
診
療
所
は
、
２
９
６
２
人
で

前
年
同
期
比
87
人
の
減
で
す
。
米
内
沢
診

療
所
は
、
内
科
３
８
５
３
人
で
前
年
同
期

比
37
人
の
減
、
小
児
科
３
１
３
人
で
前
年

同
期
比
１
９
８
人
の
減
、
整
形
外
科
１
０

０
８
人
で
前
年
同
期
比
56
人
の
増
、
脳
血

管
外
科
２
３
４
人
で
前
年
同
期
比
３
人
の

減
、
心
臓
血
管
外
科
65
人
で
前
年
同
期
比

15
人
の
減
で
す
。

▲大勢の家族連れでにぎわった秋田内陸
線のりものまつり

▲４月28日に市役所で行われた北秋田市
地域公共交通会議

▲３月27日に鷹巣中央保育園で行われ
た移管式

▲第４期障がい福祉計画を答申する、
計画策定・評価委員会の木村久美会長


